

























音日 巻数 巻名 部 巻数 巻名
巻一 見大 巻十六 三空fi:量官3民ζ 
巻二 遠j尤 捷智部 巻十七 応卒
上智部
巻三 通簡 巻十八 敏悟
巻四 迎刃 巻十九 排才
語智部
巻五 知微 巻二十 善言
巻六 億中 巻二十一 不戦
明智部
巻七 剖疑 巻二十二 制勝
兵智部
巻八 経務 巻二十三 読道
巻九 得情 巻二十四 武案
察智部
巻十 詰虫干 巻二十五 賢哲
閏智部
巻十一 威克 巻二十六 雄略
胆智部
巻十二 識断 巻二十七 狭黙
雑智部



































































































































































































































































②『近世文学未刊本叢書仮名草子篇 -.J （養徳社 昭和22年10月刊）。











文学研究科紀要j第8集第8号平成 15年3月刊）、「『業陰比事Jと f智嚢制一一馬琴 『青砥藤
綱摸稜案』典拠の再検討一一」（『鯉域往来』第8号広島近世文学研究会平成 17年12月刊）、
「『摸稜案前集』巻四について一一相続争いにおける “遺言状の謎” を中心に一一」（『安田女子大学


















＠劉岸偉氏 『明末の文人李卓吾 中国にとって思想とは何かJ（中央公論社 中公新書1200 平成
6年8月干Jj）と中野三敏氏「江戸の中の李卓吾J（『大学出版J第39号平成10年10刊）に詳し
u、。
＊肘蝿要旨
中嶋隆氏から、 ①中国の書物に関して、前期と後期では享受の仕方が異なると考えられるが、 『智
嚢jそのものの性質や、その作者の思想性に対して興味を持たれるようになったのはいつごろからと
考えられるか、②近世前期の仏書受容はどのように考えるべきかという質問があった。発表者は、①
辻原元甫の「知恵鑑」 （万治三年刊）は、意図的に話を選択して享受しているように思われるが、あ
るいは思想的な意図を読み取ることができるかもしれない、 ②かなり広範囲に享受していると思われ
るので、今後検討としてくと答えた。田中康二氏は、書名の読み方について教示した上で、「聞書」
の存在は懐徳堂で 『智嚢jの講義が行われていた証左である旨を指摘し、さらに、これまでの研究を
統合していこうとする発表者の方向性に理解を示しつつ、研究の視点として、文学・思想・教育等の
区別をせず行っていくと より良いのではないかと助言した。
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